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提案・要望の要旨
東海地震並の観測体制の強化を図るとともに、南海地震の発生時期、規模等

の長期予測精度の向上にむけた調査研究に、重点的に取り組むこと

南海地震に関する緊急地震速報システムの精度の向上と、実用化の早期推進

を図ること

地震・津波等、緊急かつ広域な災害から住民を守る情報伝達・収集システム

の整備（代表的なモデル事業の推進）を図ること

現状と課題
【現 状】

次の南海地震では、県独自の試算では、約 人の死者と約 人の
負傷者が発生すると想定しています。
東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法第 条に

おいて、国は、 東南海・南海地震に関する観測及び測量のための施設等の
整備に努めなければならない と規定されています。
地震調査研究推進本部は、平成 年 月に 東南海・南海地震を対象とし

た調査観測の強化に関する計画（第一次報告） を取りまとめ、調査観測の
強化を実施することとしています。
また、平成 年 月に中央防災会議で決定された 東南海・南海地震対策

大綱 では、大学、研究機関等は、東南海・南海地震の発生予測精度の向上
のための、調査研究を進めることとなっています。
現在の通信システムとしては、国、県、市町村、消防、防災機関がそれぞ

れ単独のシステムとして運用されており、広域な連携が不十分です。このこ
とは当県においても同様で、地震・津波情報等緊急情報が一元的かつ迅速に
住民に対し伝達されておらず、これらの整備が急務となっています。

【課 題】
県民による住家の耐震補強など具体的な備えを促進するためには、南海地

震の発生時期に関する予測精度を向上させ、備えの目途を可能な限り明らか
にすることが重要となります。
緊急地震速報による地震情報の伝達体制が整備されると、迅速な危険の回

避や自らの命を守るための素早い避難行動など初動対応への活用が期待され
ます。
そのため、観測体制及び地震情報処理精度の向上を図り、地方自治体や通

信・報道機関など防災関係機関及び県民に対して、 秒でも早く、より正確
な地震情報を伝えることができる緊急情報システムの早期の実用化が必要で



す。
地震・津波情報など緊急的に伝達する必要がある情報については、その伝

達手段は人の手を介さず自動的に伝達される必要があります。
また今後、急速に推進されていくデジタル化の中で、国そして各都道府県、
市町村等防災関係機関の情報通信システムの設備共用等一元化は必要不可欠
であり、情報伝達の迅速化及び経済的かつ効率化を図るためにハード、ソフ
トの連携の取れた通信システムの整備が必要です。

これまでの取り組み状況等
【取り組み状況】

東南海・南海地震に関する都府県連絡会 （ 都府県、会長県 高知県）
において関係都府県と情報収集・交換等の広域的な連携を確保
津波による大規模な被害が予想される三重県・和歌山県・徳島県・高知県

で 県東南海・南海地震防災連携協議会 を設置。平成 年度に 県共同
で地震津波県民意識調査を実施。
庁内横断的組織での総合的な地震防災対策の協議、推進
平成 年 月 高知県南海地震対策推進本部 設置
平成 年 月、本県の今後の南海地震対策を、 南海地震に備える基本的
な方向 として取りまとめ
自助、共助を基軸とした取り組み
平成 年 月 高知県南海地震津波防災検討会 の設置
目標を設定して、沿岸地域の津波避難対策を推進
平成 年度までに、沿岸 市町村において、

津波浸水予想地域の自主防災組織の組織率 ％
避難が必要な地域の津波避難計画を住民と共同で作成

みんなで備える防災総合補助金により、地域の自主的な防災対策（自主防
災組織の活動、ミニハード（避難地、避難経路、避難誘導施設等））を支
援（平成 年度 ）
南海地震を想定した被害想定を実施
平成 、 年度に、震度分布や津波浸水状況を公表
平成 年度に、地震被害想定を公表
さらに詳細な浸水予測を実施（平成 年度）
システムの整備状況等
昭和 年 月、高知県防災行政無線電話システム（地上系のみ）構築・運用
平成 年 月、新高知県防災行政無線システム（地上系、衛星系）構築・運用
平成 年 月、高知県防災情報マルチネットワークシステム（地上系、衛
星系、情報系）無線系高度化、総合防災情報システム構築 運用
この間、市町村防災行政無線システム推進（国の補助制度等を活用）
同システム同報系の整備率は、 ％（全国平均 ％）
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